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こ
の
冊
子
は
16,200部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の
経
費
は
約
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で
す
。
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当
経
費
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か
ら
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告
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差
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引
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す
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沖
縄
を
発
祥
の
地
と
す
る
空
手
は
、厳
し
い

鍛
錬
を
通
し
て
強
靱
な
身
体
と
不
屈
の
精
神

を
培
う
と
と
も
に
、礼
節
を
重
ん
じ
る「
平
和

の
武
」と
し
て
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
、現
在

で
は
、世
界
中
に
１
億
３
千
万
人
も
の
空
手
愛

好
家
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、空
手

が
正
式
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
、県
出
身
の
喜

友
名
諒
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と

は
、「
空
手
発
祥
の
地
・
沖
縄
」を
世
界
に
広
め

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
空
手
が
世
界
中
の
人
々
を
魅
了
す
る
理
由

は
、「
空
手
に
先
手
な
し
」「
人
に
打
た
れ
ず
、人

打
た
ず
、事
な
き
を
も
と
と
す
る
」な
ど
の
沖

縄
空
手
の
先
人
た
ち
の
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ

う
に
、平
和
を
希
求
し
礼
節
を
重
ん
じ
る
精
神

性
や
先
人
に
よ
り
創
造
さ
れ
、育
ま
れ
、受
け

継
が
れ
て
き
た「
型
」に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。己
を
鍛
え
、技
を
磨
き
、心
を
養
う
。沖

縄
空
手
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
本
土
復
帰
50
年
を
迎
え
る
記
念
事
業
と
し

て
、沖
縄
が
誇
る
伝
統
文
化
で
あ
る
空
手
を
世

界
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め「
沖
縄
空
手
世
界

大
会
2
0
2
2
」と「
空
手
の
日
記
念
演
武
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
沖
縄
空
手
世
界
大
会
２
０
２
２
」「
空
手
の
日
記
念
演
武
祭
」

「
空
手
発
祥
の
地・沖
縄
」か
ら
世
界
へ
!!

「
沖
縄
空
手
世
界
大
会
２
０
２
２
」「
空
手
の
日
記
念
演
武
祭
」

「
空
手
発
祥
の
地・沖
縄
」か
ら
世
界
へ
!!

第2回

～沖縄の発展のあゆみや将来の可能性、見て、知って、考える機会としよう～

　
今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る「
沖
縄
空
手
世
界

大
会
2
0
2
2
」は
、「
第
２
回
沖
縄
空
手
世
界

大
会
」と
、「
第
１
回
沖
縄
空
手
少
年
少
女
世
界

大
会
」の
同
時
開
催
で
、幼
少（
６
歳
）か
ら
シ
ニ

ア（
60
歳
以
上
）ま
で
の
全
世
代
が
演
武
を
競
う

初
め
て
の
世
界
大
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、「
首
里・泊
手
系
」「
那
覇
手
系
」

「
上
地
流
系
」「
古
武
道（
棒
）」「
古
武
道（
サ
イ
）」

世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
、

沖
縄
空
手

全
世
代
の
世
界
大
会

「
沖
縄
空
手
世
界
大
会
2
0
2
2
」の
開
催

空
手
の
日
記
念
演
武
祭

「
最
多
人
数
に
よ
る
空
手
の
型
」へ
の
挑
戦

空手の日記念演武祭 2016年10月23日

の
部
門
ご
と
に
型
の
演
武
を
競
う
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
で
迫
力
あ
る
選
手
の
妙
技
を
ぜ
ひ
間
近
で
観

戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
空
手
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
世
界
の
平

和
と
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の
願

い
を
込
め
て
制
定
さ
れ
た
「
空
手
の
日
（
10
月

25
日
）」を
記
念
し
て
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ

る「
記
念
演
武
祭
」
で
は
、「
最
多
人
数
に
よ
る

空
手
の
型
」へ
の
挑
戦
を
行
い
、沖
縄
空
手
の

魅
力
と
平
和
を
愛
す
る
沖
縄
の「
肝
心（
ち
む

ぐ
く
る
）」を
世
界
の
人
々
に
届
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

沖縄空手
世界大会HP

沖縄ファミリーマート、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共
機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。
新規設置施設も受付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡
ください。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万2,940人
※前月比5,840人の減少

62万3,769世帯
※前月比400の減少

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

沖縄ならではの石畳と赤瓦。そ
してそれを囲む植物たち。情緒
あふれる島国の風景をいつも
身近に感じたいと思い、作品に
仕上げました。

今月の表紙

「沖縄の風景」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

統
織
物
事
業
協
同
組
合
の
拠
点
施

設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

琉
球
び
ん
が
た
と
首
里
織
の
後
継

者
育
成
事
業
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
ほ
か
、
最
新
の
作
品

の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
県
内
各
地

の
染
織
の
魅
力
を
発
信
す
る
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
シ
ョ
ッ

プ
等
も
あ

り
、
沖
縄

が
誇
る
伝

統
工
芸
を

ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

復帰50周年記念事業
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ラーム・エマニュエル駐日米国大使の表敬訪問

ラ
ー
ム・エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

駐
日
米
国
大
使
の
表
敬
訪
問

4
27

　
ラ
ー
ム
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
駐

日
米
国
大
使
が
玉
城
知
事
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、
駐
日
大
使
へ

の
就
任
に
祝
意
を
示
す
と
と
も

に
、
英
語
教
育
活
動
に
貢
献
す

る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が

英
語
教
師
１
名
を
今
年
８
月
か

ら
沖
縄
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
互
い
の
政
治
家
と

し
て
の
理
念
や
経
験
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
ほ
か
、
玉
城

知
事
は
、
沖
縄
に
米
軍
基
地
が

集
中
し
て
お
り
、
米
軍
基
地
を

減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現
に

向
け
た
新
た
な
建
議
書
」を
発
表

5
7

　
本
土
復
帰
50
年
の
節
目
に
県

は
、復
帰
か
ら
50
年
経
っ
た
現
在

に
お
い
て
も
な
お
残
る
課
題
の
解

決
と
、県
民
が
望
む
沖
縄
の
あ
る

べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
て
、復
帰

当
時
の
先
人
達
の
願
い
、今
を
生

き
る
県
民
の
思
い
を
踏
ま
え
て
作

成
し
た
「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の

実
現
に
向
け
た
新
た
な
建
議
書
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、「
今
後
は
、こ
れ

ら
の
内
容
が
着
実
に
実
現
さ
れ
る

よ
う
日
本
政
府
や
米
国
政
府
に
対

し
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、県
民

の
皆
様
と
と
も
に
よ
り
よ
い
未
来

の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

※
建
議
書
全
文
は

県
H
P
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

～ちゅらしまおきなわ～

沖縄振興拡大会議の様子

令
和
４
年
度
　

沖
縄
振
興
拡
大
会
議

4
22

　
令
和
４
年
度
沖
縄
振
興
拡
大

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。県
内
市

町
村
長
及
び
議
会
議
長
並
び
に

県
幹
部
が
、県
立
武
道
館
ア
リ
ー

ナ
に
て
一
堂
に
会
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
沖

縄
振
興
一
括
交
付
金
の
今
後
の

取
組
を
テ
ー
マ
に
討
議
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、県
か
ら
新
た
な

沖
縄
振
興
、自
治
体
D
X
の
推
進

に
係
る
取
組
、子
ど
も
の
貧
困
対

策
及
び
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念

式
典
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

「
今
後
も
市
町
村
と
県
が
連
携

し
、効
果
的
な
対
策
が
図
れ
る
よ

う
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

関係者一同によるテープカット

施設内の様子

玉
城
知
事
が
、首
里
染
織
館
s
u
i
k
a
r
a

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席

4
25

　
玉
城
知
事
が
、「
首
里
染
織
館

s
u
i
k
a
r
a（
す
い
か
ら
）」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

出
席
し
ま
し
た
。
首
里
染
織
館

s
u
i
k
a
r
a
は
、
琉
球
の
王

都
だ
っ
た
首
里
の
地
に
、
琉
球
び

ん
が
た
事
業
協
同
組
合
と
那
覇
伝

「平和で豊かな沖縄の実現に向けた新た
な建議書」を発表

ホームページ
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世界大会HP

沖縄ファミリーマート、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共
機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。
新規設置施設も受付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡
ください。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万2,940人
※前月比5,840人の減少

62万3,769世帯
※前月比400の減少

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

沖縄ならではの石畳と赤瓦。そ
してそれを囲む植物たち。情緒
あふれる島国の風景をいつも
身近に感じたいと思い、作品に
仕上げました。

今月の表紙

「沖縄の風景」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

統
織
物
事
業
協
同
組
合
の
拠
点
施

設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

琉
球
び
ん
が
た
と
首
里
織
の
後
継

者
育
成
事
業
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
ほ
か
、
最
新
の
作
品

の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
県
内
各
地

の
染
織
の
魅
力
を
発
信
す
る
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
シ
ョ
ッ

プ
等
も
あ

り
、
沖
縄

が
誇
る
伝

統
工
芸
を

ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

復帰50周年記念事業
県政フラッシュ
特集：みんなで取り組もうSDGs!
沖縄あんやたんかんやたん-1972年～1976年-
食品ロス 減らして増やそうゆいまーる
みんなで広げよう！食育の大きな輪（わ）

県の動き１・県の動き２
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり
県の動き3
情報ひろば
県の動き4
読者プレゼント・読者の声

02

03

04

06

08

09

10

11

12

14

15

2022.
JUNE vol. 561

2022年 月・ 月4 5

6 令和4年4月1日現在

ラーム・エマニュエル駐日米国大使の表敬訪問

ラ
ー
ム・エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

駐
日
米
国
大
使
の
表
敬
訪
問

4
27

　
ラ
ー
ム
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
駐

日
米
国
大
使
が
玉
城
知
事
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、
駐
日
大
使
へ

の
就
任
に
祝
意
を
示
す
と
と
も

に
、
英
語
教
育
活
動
に
貢
献
す

る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が

英
語
教
師
１
名
を
今
年
８
月
か

ら
沖
縄
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
互
い
の
政
治
家
と

し
て
の
理
念
や
経
験
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
ほ
か
、
玉
城

知
事
は
、
沖
縄
に
米
軍
基
地
が

集
中
し
て
お
り
、
米
軍
基
地
を

減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現
に

向
け
た
新
た
な
建
議
書
」を
発
表

5
7

　
本
土
復
帰
50
年
の
節
目
に
県

は
、復
帰
か
ら
50
年
経
っ
た
現
在

に
お
い
て
も
な
お
残
る
課
題
の
解

決
と
、県
民
が
望
む
沖
縄
の
あ
る

べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
て
、復
帰

当
時
の
先
人
達
の
願
い
、今
を
生

き
る
県
民
の
思
い
を
踏
ま
え
て
作

成
し
た
「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の

実
現
に
向
け
た
新
た
な
建
議
書
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、「
今
後
は
、こ
れ

ら
の
内
容
が
着
実
に
実
現
さ
れ
る

よ
う
日
本
政
府
や
米
国
政
府
に
対

し
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、県
民

の
皆
様
と
と
も
に
よ
り
よ
い
未
来

の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

※
建
議
書
全
文
は

県
H
P
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

～ちゅらしまおきなわ～

沖縄振興拡大会議の様子

令
和
４
年
度
　

沖
縄
振
興
拡
大
会
議

4
22

　
令
和
４
年
度
沖
縄
振
興
拡
大

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。県
内
市

町
村
長
及
び
議
会
議
長
並
び
に

県
幹
部
が
、県
立
武
道
館
ア
リ
ー

ナ
に
て
一
堂
に
会
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
沖

縄
振
興
一
括
交
付
金
の
今
後
の

取
組
を
テ
ー
マ
に
討
議
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、県
か
ら
新
た
な

沖
縄
振
興
、自
治
体
D
X
の
推
進

に
係
る
取
組
、子
ど
も
の
貧
困
対

策
及
び
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念

式
典
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

「
今
後
も
市
町
村
と
県
が
連
携

し
、効
果
的
な
対
策
が
図
れ
る
よ

う
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

関係者一同によるテープカット

施設内の様子

玉
城
知
事
が
、首
里
染
織
館
s
u
i
k
a
r
a

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席

4
25

　
玉
城
知
事
が
、「
首
里
染
織
館

s
u
i
k
a
r
a（
す
い
か
ら
）」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

出
席
し
ま
し
た
。
首
里
染
織
館

s
u
i
k
a
r
a
は
、
琉
球
の
王

都
だ
っ
た
首
里
の
地
に
、
琉
球
び

ん
が
た
事
業
協
同
組
合
と
那
覇
伝

「平和で豊かな沖縄の実現に向けた新た
な建議書」を発表

ホームページ

美ら島沖縄 2022.63



　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
は
、
行

政
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
企
業
・
団
体
や
県

民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
全
県

的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
民
を
は
じ
め
、

企
業
、
各
種
団
体
、
市
町
村
等
の
様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
指
針
と
し

て
「
沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
」
を
令
和

３
年
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
５

月
に
は
、
皆
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
際
の

具
体
的
な
目
標
や
ア
ク
シ
ョ
ン
、
指
標
等
を

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
多
様
な
主
体
の
参
画
に
向
け
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
県
内
の
企
業
・
団
体

を
「
お
き
な
わ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
登
録
す
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、
令
和

４
年
４
月
１
日
時
点
で
3
9
9
団
体
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈グランプリ〉
テーマ：給食de コンポスト
チーム名：「チーム定時」　
所属：中部農林
　　　高等学校 定時制

身近なセブンで取り組む
社会課題解決
（協力：株式会社セブン-イレブン・沖縄）
テーマ：SDGs Okinawa 2021
チーム名：「レシート警察」　
所属：沖縄尚学高等学校

医療と薬をすべての県民に　
（協力：株式会社薬正堂）
テーマ：自販機でもっと手軽に
　　　　安心してお薬を
チーム名：「チーム太郎」　
所属：沖縄尚学高等学校

ITの力で『誰ひとり置いていかない』
社会の実現　
（協力：サンクスラボ株式会社）
テーマ：ITの力で『誰一人取り残さない
　　　　社会』の実現
チーム名：「夢まきば」　
所属：琉球大学

〈準グランプリ〉
テーマ：廃棄された自転車を
　　　　もう一度
チーム名：「まちもどし」　
所属：沖縄尚学高等学校

〈グランプリ〉
テーマ：『ゴミ』のイメージ一新！'伝統'として
受け伝えていくような地域のカタチを創りあげる!
チーム名：「SDGs MANABI-Ba for school 環境チーム」
所属：知念高等学校、学校法人 嘉数女子学園沖縄女子
         短期大学、沖縄国際大学

〈準グランプリ〉
テーマ：島豆腐をサステナブルフードに！
チーム名：「Co-」　
所属：琉球大学

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！

エ
ス
　

エ
ス
　

デ
ィ
ー
　

デ
ィ
ー
　

ジ
ー
ジ
ー

　
ズ
　
ズ

　
沖
縄
県
は
令
和
３
年
５
月
に
国
か
ら「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。加

え
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な

美
ら
島「
沖
縄
モ
デ
ル
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
特
に
先
導
的
な
取
組
と
し
て「
自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」に
選
定
さ
れ
て
お

り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や

フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、Ｅ
Ｖ
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
等
様
々
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、2
0
1
5
年
９
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」に
盛
り

込
ま
れ
た「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（Sustainab
le D

evelo
p
m
ent 

G
oals

）の
こ
と
で
す
。「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、国
際

社
会
が
2
0
3
0
年
に
向
け
て
持
続
可
能

で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
し
て
い
く
た
め

の
目
標
と
し
て
、貧
困
、健
康
、教
育
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、経
済
成
長
、

ま
ち
づ
く
り
、
気
候
変
動
対
策
、
海・
陸

の
保
全
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
17

の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

企画調整課SDGs推進室  電話：098-866-2026  FAX：098-866-2351 問い合わせ 

SPECIAL FEATURE

特 集
若
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
参
画

沖
縄
県
は
S
D
G
s
未
来
都
市
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？

沖
縄
ら
し
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

目
指
し
て

多
様
な
主
体
の
参
画
に
む
け
て

　
令
和
４
年
度
中
に
県
内
外
の
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
と
連
携
を
さ
ら
に

促
進
す
る
た
め
、
個
人
で
の
参
加
も
可
能
な

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
仮
称
）」
の
登
録
受
付
を
開
始
し
、
情
報
発

信
や
交
流
機
会
の
創
出
等
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
若
者
の

参
画
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
若

者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た

め
、
令
和
３
年
度
に
県
内
の
高
校
生
や
学
生

を
対
象
と
し
た
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た

社
会
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
グ
ラ
ン

プ
リ
2
0
2
1
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
各
テ
ー
マ
ご
と
の
グ
ラ
ン
プ

リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
特
別
賞
等
の
紹
介
の

他
、
受
賞
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

SDGs
OKINAWA
グランプリ2021

＜自由テーマコース＞ テーマを自由に設定し、社会課題解決へ向けたアイディアを考えるコース

＜課題テーマコース＞ 協力企業が設定した課題に沿って、課題解決に向けたアイディアを考えるコース

高校生部門 学生部門

沖縄県ＳＤＧｓ
ポータルサイト

SDGs未来都市認定証授与式

パートナー登録証（見本）

　今回紹介した県の取組以外にも、個人も含めた民間や行政で様々な取組が行われています。ＳＤＧｓを
推進するためには、県民一人ひとりが社会課題を「自分ごと」として捉え、それぞれの立場から主体的
に取り組むことが重要です。まずは様々なことに関心を持ち、身近な人と話をし、できることから始め
ることで、ＳＤＧｓに取り組む第一歩にしてはいかがでしょうか。

●SDGsOKINAWA グランプリ 2021受賞作品

美ら島沖縄 2022.6 4



　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
は
、
行

政
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
企
業
・
団
体
や
県

民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
全
県

的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
民
を
は
じ
め
、

企
業
、
各
種
団
体
、
市
町
村
等
の
様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
指
針
と
し

て
「
沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
」
を
令
和

３
年
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
５

月
に
は
、
皆
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
際
の

具
体
的
な
目
標
や
ア
ク
シ
ョ
ン
、
指
標
等
を

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
多
様
な
主
体
の
参
画
に
向
け
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
県
内
の
企
業
・
団
体

を
「
お
き
な
わ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
登
録
す
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、
令
和

４
年
４
月
１
日
時
点
で
3
9
9
団
体
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈グランプリ〉
テーマ：給食de コンポスト
チーム名：「チーム定時」　
所属：中部農林
　　　高等学校 定時制

身近なセブンで取り組む
社会課題解決
（協力：株式会社セブン-イレブン・沖縄）
テーマ：SDGs Okinawa 2021
チーム名：「レシート警察」　
所属：沖縄尚学高等学校

医療と薬をすべての県民に　
（協力：株式会社薬正堂）
テーマ：自販機でもっと手軽に
　　　　安心してお薬を
チーム名：「チーム太郎」　
所属：沖縄尚学高等学校

ITの力で『誰ひとり置いていかない』
社会の実現　
（協力：サンクスラボ株式会社）
テーマ：ITの力で『誰一人取り残さない
　　　　社会』の実現
チーム名：「夢まきば」　
所属：琉球大学

〈準グランプリ〉
テーマ：廃棄された自転車を
　　　　もう一度
チーム名：「まちもどし」　
所属：沖縄尚学高等学校

〈グランプリ〉
テーマ：『ゴミ』のイメージ一新！'伝統'として
受け伝えていくような地域のカタチを創りあげる!
チーム名：「SDGs MANABI-Ba for school 環境チーム」
所属：知念高等学校、学校法人 嘉数女子学園沖縄女子
         短期大学、沖縄国際大学

〈準グランプリ〉
テーマ：島豆腐をサステナブルフードに！
チーム名：「Co-」　
所属：琉球大学

み
ん
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み
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沖
縄
県
は
令
和
３
年
５
月
に
国
か
ら「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。加

え
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な

美
ら
島「
沖
縄
モ
デ
ル
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
特
に
先
導
的
な
取
組
と
し
て「
自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」に
選
定
さ
れ
て
お

り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や

フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、Ｅ
Ｖ
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
等
様
々
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、2
0
1
5
年
９
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」に
盛
り

込
ま
れ
た「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（Sustainab
le D

evelo
p
m
ent 

G
oals

）の
こ
と
で
す
。「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、国
際

社
会
が
2
0
3
0
年
に
向
け
て
持
続
可
能

で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
し
て
い
く
た
め

の
目
標
と
し
て
、貧
困
、健
康
、教
育
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、経
済
成
長
、

ま
ち
づ
く
り
、
気
候
変
動
対
策
、
海・
陸

の
保
全
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
17

の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

企画調整課SDGs推進室  電話：098-866-2026  FAX：098-866-2351 問い合わせ 

SPECIAL FEATURE

特 集
若
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
参
画

沖
縄
県
は
S
D
G
s
未
来
都
市
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？

沖
縄
ら
し
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

目
指
し
て

多
様
な
主
体
の
参
画
に
む
け
て

　
令
和
４
年
度
中
に
県
内
外
の
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
と
連
携
を
さ
ら
に

促
進
す
る
た
め
、
個
人
で
の
参
加
も
可
能
な

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
仮
称
）」
の
登
録
受
付
を
開
始
し
、
情
報
発

信
や
交
流
機
会
の
創
出
等
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
若
者
の

参
画
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
若

者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た

め
、
令
和
３
年
度
に
県
内
の
高
校
生
や
学
生

を
対
象
と
し
た
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た

社
会
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
グ
ラ
ン

プ
リ
2
0
2
1
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
各
テ
ー
マ
ご
と
の
グ
ラ
ン
プ

リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
特
別
賞
等
の
紹
介
の

他
、
受
賞
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

SDGs
OKINAWA
グランプリ2021

＜自由テーマコース＞ テーマを自由に設定し、社会課題解決へ向けたアイディアを考えるコース

＜課題テーマコース＞ 協力企業が設定した課題に沿って、課題解決に向けたアイディアを考えるコース

高校生部門 学生部門

沖縄県ＳＤＧｓ
ポータルサイト

SDGs未来都市認定証授与式

パートナー登録証（見本）

　今回紹介した県の取組以外にも、個人も含めた民間や行政で様々な取組が行われています。ＳＤＧｓを
推進するためには、県民一人ひとりが社会課題を「自分ごと」として捉え、それぞれの立場から主体的
に取り組むことが重要です。まずは様々なことに関心を持ち、身近な人と話をし、できることから始め
ることで、ＳＤＧｓに取り組む第一歩にしてはいかがでしょうか。

●SDGsOKINAWA グランプリ 2021受賞作品

美ら島沖縄 2022.65
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発
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、

沖
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県
発
足

沖
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協
定
発
効
！

こ
う
し
て「
沖
縄
県
」は

復
活
し
た
！

沖
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返
還
協
定
発
効
！

こ
う
し
て「
沖
縄
県
」は

復
活
し
た
！

　1
9
7
2
年
〜
1
9
7
6
年
の
間
に
沖
縄

で
起
き
た
ニ
ュ
ー
ス
を
振
り
返
っ
た
と
き
、

真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ
る
最
大
の
出
来
事
は
、

1
9
7
2
年
、
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
た
沖
縄

が
日
本
に
復
帰
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。戦
後

27
年
ぶ
り
に
日
本
に
戻
っ
た
沖
縄
で
は
、
那

覇
市
内
で
復
帰
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。復
帰
直
後
、通
貨
は
使
い
慣
れ
た「
ド
ル
」

か
ら「
円
」へ
変
わ
り
、
県
民
は
戸
惑
い
な
が

ら
も
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
心
躍
ら
せ
ま

し
た
。さ
ら
に
翌
年
に
は
「
沖
縄
特
別
国
体

（
若
夏
国
体
）」が
、
1
9
7
5
年
に
は「
沖
縄

国
際
海
洋
博
覧
会
」が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら

大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。1
9
7
2
年

の
復
帰
か
ら
の
５
年
間
は
、
ま
さ
に
「
沖
縄

県
」の
始
ま
り
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

県
民
が
次
世
代
に
期
待
を
寄
せ
、
大
い
に
湧

い
た
時
期
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　ア
メ
リ
カ
統
治
下
に
あ
っ
た
沖

縄
は
、1
9
7
2
年
５
月
15
日
、27

年
ぶ
り
に
施
政
権
が
日
本
に
返
還

さ
れ
、本
土
復
帰
し
ま
し
た
。復
帰

に
際
し
て
の「
新
沖
縄
県
発
足
式

典
」は
、同
日
15
日
に
東
京（
日
本
武

道
館
）と
沖
縄（
那
覇
市
民
会
館
）

の
両
会
場
で
同
時
に
行
わ
れ
、午

前
10
時
30
分
に
開
会
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
。
復
帰
か
ら
の
50

年
を
毎
号
５
年
ご
と
に
振
り
返
り
、主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
と
共
に
紹
介
。

　
そ
の
当
時
を
知
ら
な
い
人
は
学
び
な
が
ら
、
そ
の
当
時
を
知
る
人
は「
あ

ん
や
た
ん
、
か
ん
や
た
ん（
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
）」
と
懐
か
し
み
な

が
ら
そ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

沖縄返還協定は、沖縄県の
まとめた「復帰措置に関す
る建議書」（屋良建議書）が
提出される前に、国会で強
行採決されたものでした。

　車社会の沖縄では、ボディやタイ
ヤを含め車体の再資源化率は約９
割ですが、残り１割に含まれる窓ガ
ラスは、どうしても再生不可能でし
た。そこで琉球ガラス村と県内最大
手の総合リサイクル業者・拓南商事
が手を組み、サステナブルな時代に
ふさわしい、美しいガラスの器が誕

1975年

その日、沖縄が日本に戻った

ここがポイント

1976年

1974年

県出身のボクシング選手
は、伊差川三郎氏（神戸拳闘
会）など戦前から存在しま

した。しかし、日
本人が世界王者
となるのは戦
後からです。

ここがポイント

1972年

1972年～1976年編

1972年
・通貨の切り替えによる
「世替わりショック」で物価急騰
・復帰後初の県知事に屋良朝苗氏

1973年
・石油危機、物価値上げ
・沖縄特別国体（若夏国体）が開催

1974年
・小禄の幼稚園で不発弾爆発
・沖縄市誕生
 （コザ市と美里村合併）

1975年
・皇太子ご夫妻初来沖
・第18泰久丸の遭難事故で
  8人が行方不明に

1976年
・屋良朝苗知事により与那城村の
 石油備蓄基地（CTS）のタンク設
 置申請を許可
・平良幸市知事が就任。

1972年5月15日
に沖縄返還

協定が発効され、
沖縄の施政

権がアメリカか
ら日本に返

還。沖縄県が復活し
ました！

その他主な出来事

県民に希
望と元

気を与え
てくれ

ました！

生しました。もともと琉球ガラスは
戦後の物資不足の時代、廃ガラスを
再利用して作られてきた歴史を持
ちます。当時行われていたことを、
今の時代に即したスタイルによっ
て生まれた「mado」シリーズは、次
世代のものづくりを担う新たな取
り組みといえるでしょう。

琉球ガラス村の「mado」シリーズ

住／糸満市福地169
営／9:00～18:00
（最新情報はSNSで）

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【問い合わせ】
琉球ガラス村

 　1961年に戦没者追悼と平和を祈る日として
制定された「慰霊の日」。琉球政府時代に制定さ
れた沖縄独自の休日であったため、本土復帰に
より休日からは除外されましたが、1974年に
沖縄県条例で「慰霊の日」を公布し県民へより浸
透していきました。

沖縄国際海洋博が開幕
開かれる世界のトビラ！

　沖縄の日本復帰を記念し、「海ーその望
ましい未来」を掲げて沖縄国際海洋博覧
会が、本部町で開幕しました。場内は「海
に親しむ」をテーマに、多くの来場者を楽
しませました。

具志堅用高氏が
世界チャンピオンに

沖縄初の快挙！
伝説はここから始まった

　10月10日に甲府（山梨県）で開催された
ジュニアフライ級タイトルマッチで、沖縄
出身の具志堅用高氏がチャンピオンのファ
ン・グスマンを7回でKO。当時のボクシング
界では、日本唯一の王者に輝き、その後、日
本人男子世界王者としては最多記録となる
13度にわたる王座防衛を果たしました。

6月23日『慰霊の日』を制定
戦没者追悼と平和を祈る日

新沖縄県発足式典　那覇市歴史博物館提供

那覇市歴史博物館提供
展示施設 人工島「アクアポリス」

具志堅用高氏銅像（石垣港離島ターミナル）

平和の広場（平和祈念公園）に灯る「平和の火」（6月23日）

1972年～1976年

HP

協
力：沖
縄
県
立
芸
術
大
学
芸
術
文
化
研
究
所 

共
同
研
究
員 

仲
村
顕
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、

真
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に
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年
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年
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、27

年
ぶ
り
に
施
政
権
が
日
本
に
返
還
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し
ま
し
た
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帰

に
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沖
縄
県
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典
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日
15
日
に
東
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日
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会
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に
開
会
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年
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15
日
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50
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年
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年
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や
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事
と
共
に
紹
介
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当
時
を
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時
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た
ん
、
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た
ん（
あ
あ
だ
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た
、
こ
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た
）」
と
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ら
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時
代
を
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返
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う
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沖縄返還協定は、沖縄県の
まとめた「復帰措置に関す
る建議書」（屋良建議書）が
提出される前に、国会で強
行採決されたものでした。

　車社会の沖縄では、ボディやタイ
ヤを含め車体の再資源化率は約９
割ですが、残り１割に含まれる窓ガ
ラスは、どうしても再生不可能でし
た。そこで琉球ガラス村と県内最大
手の総合リサイクル業者・拓南商事
が手を組み、サステナブルな時代に
ふさわしい、美しいガラスの器が誕
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その日、沖縄が日本に戻った

ここがポイント

1976年

1974年

県出身のボクシング選手
は、伊差川三郎氏（神戸拳闘
会）など戦前から存在しま

した。しかし、日
本人が世界王者
となるのは戦
後からです。

ここがポイント

1972年

1972年～1976年編

1972年
・通貨の切り替えによる
「世替わりショック」で物価急騰
・復帰後初の県知事に屋良朝苗氏

1973年
・石油危機、物価値上げ
・沖縄特別国体（若夏国体）が開催

1974年
・小禄の幼稚園で不発弾爆発
・沖縄市誕生
 （コザ市と美里村合併）

1975年
・皇太子ご夫妻初来沖
・第18泰久丸の遭難事故で
  8人が行方不明に

1976年
・屋良朝苗知事により与那城村の
 石油備蓄基地（CTS）のタンク設
 置申請を許可
・平良幸市知事が就任。

1972年5月15日
に沖縄返還

協定が発効され、
沖縄の施政

権がアメリカか
ら日本に返

還。沖縄県が復活し
ました！

その他主な出来事

県民に希
望と元

気を与え
てくれ

ました！

生しました。もともと琉球ガラスは
戦後の物資不足の時代、廃ガラスを
再利用して作られてきた歴史を持
ちます。当時行われていたことを、
今の時代に即したスタイルによっ
て生まれた「mado」シリーズは、次
世代のものづくりを担う新たな取
り組みといえるでしょう。

琉球ガラス村の「mado」シリーズ

住／糸満市福地169
営／9:00～18:00
（最新情報はSNSで）

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【問い合わせ】
琉球ガラス村

 　1961年に戦没者追悼と平和を祈る日として
制定された「慰霊の日」。琉球政府時代に制定さ
れた沖縄独自の休日であったため、本土復帰に
より休日からは除外されましたが、1974年に
沖縄県条例で「慰霊の日」を公布し県民へより浸
透していきました。

沖縄国際海洋博が開幕
開かれる世界のトビラ！

　沖縄の日本復帰を記念し、「海ーその望
ましい未来」を掲げて沖縄国際海洋博覧
会が、本部町で開幕しました。場内は「海
に親しむ」をテーマに、多くの来場者を楽
しませました。

具志堅用高氏が
世界チャンピオンに

沖縄初の快挙！
伝説はここから始まった

　10月10日に甲府（山梨県）で開催された
ジュニアフライ級タイトルマッチで、沖縄
出身の具志堅用高氏がチャンピオンのファ
ン・グスマンを7回でKO。当時のボクシング
界では、日本唯一の王者に輝き、その後、日
本人男子世界王者としては最多記録となる
13度にわたる王座防衛を果たしました。

6月23日『慰霊の日』を制定
戦没者追悼と平和を祈る日

新沖縄県発足式典　那覇市歴史博物館提供

那覇市歴史博物館提供
展示施設 人工島「アクアポリス」

具志堅用高氏銅像（石垣港離島ターミナル）

平和の広場（平和祈念公園）に灯る「平和の火」（6月23日）
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